
1‘le

哲
學
研
究
・
第
冨
五
十
四
銃

露
顕
一
＝
＝
囚
糧
一
＝
＝
置
口
＝
＝
冊
国
”
＝
開
＝
■
虞
＝
二
一
隣
騒
＝
＝
一
匪
国
一
＝
＝
回
懸
＝
＝
一

新
刊
講
書

霞
目
団
一
＝
一
一
目
零
一
＝
一
回
曜
略
一
＝
＝
露
巴
一
一
一
一
一
螢
口
一
＝
＝
暉
耀
＝
＝
■
墜
属
＝
一
一
一
目
憂
冒

三
軸
轄
入
の
論
理

　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士

紀
　
築
正
美
著

　
［
，
行
の
哲
學
」
の
著
者
ビ
し
て
有
名
な
紀
挙
博
士
が
「
三
十
醤
入
の
論
理
」
た

公
に
ゼ
ら
れ
六
の
に
咋
年
五
月
で
あ
っ
れ
が
其
の
後
昭
和
三
年
十
月
、
改
訂

暦
補
の
上
童
の
第
五
版
が
欝
版
ゼ
ら
ろ
、
こ
定
、
な
つ
糞
。
此
の
書
が
著
者

の
從
來
公
に
ゼ
ら
れ
象
小
論
丈
た
集
韓
ゼ
ら
れ
．
染
も
の
で
あ
ろ
こ
亡
は
、
「
に

し
が
き
」
な
談
ん
で
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
今
度
の
改
訂
版
に
に
最
後
に
「
宗

教
の
眞
理
性
に
煮
て
」
な
る
一
論
丈
が
抑
は
つ
て
み
ろ
の
で
、
内
察
が
よ
り

一
暦
謹
欝
に
な
つ
六
わ
け
で
あ
ろ
Q

藩
者
も
既
に
「
ほ
し
が
壱
・
」
に
認
め
て
居
ら
れ
ろ
通
り
論
理
た
專
門
的
に
研

究
ぜ
ら
れ
ろ
著
者
が
親
灘
上
人
の
三
願
韓
入
に
整
然
大
る
信
仰
の
論
理
を
獲
翰

馬
券
ら
れ
乳
の
で
、
之
為
論
蝕
す
る
目
的
量
質
っ
て
萬
版
ゼ
ら
れ
象
の
が
此

の
書
で
あ
り
、
從
っ
て
三
二
鵜
入
の
論
理
亡
い
ふ
論
丈
が
第
一
に
班
て
る
る

の
で
あ
ろ
。
今
目
次
に
随
っ
て
内
容
た
一
覧
す
れ
ば
次
の
如
く
な
っ
て
み
る
。
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三
願
樽
入
の
論
理

獲
善
計
心

深
刻
に
自
己
に
遣
ら
し
め
ら
れ
て

救
濟
の
こ
方
法

行
の
哲
學
に
つ
い
て
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〇

の
十
」
論
丈
が
盛
ら
れ
て
あ
る
。

第
九
暫
學
上
よ
り
見
力
ろ
丁
霊
ま
で
の
比
論
丈
匡
親
鷺
上
人
の
信
仰
の
論
理

た
研
究
ゼ
ら
れ
索
も
の
で
、
第
十
自
己
意
識
の
始
終
定
宗
敷
的
態
度
に
結
論

定
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
〇

　
三
願
出
銭
壌
土
眞
宗
の
正
依
の
聖
典
大
無
量
毒
縫
の
第
十
八
第
十
九
第
二

十
の
三
惑
の
こ
定
で
、
親
鷺
上
人
に
主
著
敏
行
信
謹
化
勇
土
州
に
於
て
第
十

九
願
嶽
力
聖
遺
の
假
門
た
撮
で
、
第
二
十
願
の
念
佛
叫
蓬
に
麟
入
し
て
ゐ
六

が
今
特
に
念
佛
の
頂
門
蔵
出
で
・
第
十
八
願
の
選
撰
本
願
の
海
に
入
つ
象
亡

言
っ
て
居
ら
れ
ろ
Q
之
に
親
総
上
人
の
信
仰
の
石
倉
為
示
し
索
信
仰
皆
白
で

あ
ろ
が
、
庇
の
三
論
は
皆
菩
薩
の
利
他
の
働
き
た
表
明
し
敦
も
の
で
貴
い
も

の
で
帥
μ
あ
る
が
F
、
第
十
九
願
岬
μ
「
般
に
．
考
へ
ら
れ
雲
貼
氾
徳
で
．
の
っ
て
煩
嶽
且
バ

足
の
凡
夫
に
ば
そ
の
修
行
に
不
可
能
で
あ
ろ
Q
第
二
十
願
ば
諸
徳
の
根
源
☆

ろ
名
號
為
唄
ふ
ろ
こ
ミ
に
よ
っ
て
極
樂
往
生
を
遂
げ
得
る
こ
亡
た
醤
つ
六
誓

願
で
其
の
名
號
為
唱
ふ
る
も
の
が
自
分
で
あ
る
以
上
決
し
て
純
一
無
薙
の
自

律
的
唱
名
で
は
無
い
。
第
十
宿
願
ぼ
阿
蠣
陀
佛
の
麺
封
救
濟
の
璽
力
に
よ
っ

て
只
十
念
す
れ
ば
衆
血
に
篭
工
に
柱
盈
が
出
梱
る
ビ
い
ふ
誓
願
で
凡
夫
に
相

態
し
い
本
願
で
に
あ
ろ
が
、
　
抑
止
文
が
つ
い
て
み
て
五
逝
罪
ε
誹
誘
正
法
の

儒
仰
の
心
理
及
論
理

麺
認
他
力
，

叢
雲
力
者
如
來
本
願
力
也

哲
學
上
よ
り
見
れ
る
親
旧

自
己
意
識
の
始
終
ε
宗
教
的
態
度

五
韻
…
の
山
典
理
牲
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
逸
し
て
第
一
の
三
願
身
開
の
論
理
か
ら
、



1狙

罪
あ
る
も
の
に
本
願
か
ら
除
外
ぜ
ら
れ
て
る
ろ
Q

　
然
し
醗
っ
て
考
へ
て
見
れ
ば
佛
想
望
の
本
捜
ほ
如
託
吾
悪
意
の
機
高
槻
ら

さ
す
救
ひ
給
ふ
爲
で
あ
る
（
法
）
o
然
か
も
但
書
通
り
に
そ
れ
な
ば
無
糠
の
衆

血
冠
句
か
に
観
て
差
支
無
い
だ
ら
う
か
（
楼
）
。
此
の
法
ビ
握
ε
の
矛
盾
葛
藤

に
如
何
に
し
て
解
決
ゼ
ら
れ
る
か
、
此
の
解
決
法
に
頗
ろ
簡
輩
で
め
ろ
。
愚
禿

親
鷺
唄
い
ふ
一
語
、
叉
に
彌
陀
の
五
苦
思
惟
の
本
願
に
ひ
定
へ
に
親
難
一
人

が
爲
な
り
け
り
建
い
ふ
て
我
身
ひ
ぜ
リ
ミ
上
人
が
魏
破
ぜ
ら
れ
六
務
に
霧
す

る
。
か
く
し
て
自
己
の
構
名
は
強
ち
に
彌
陀
の
記
名
ミ
な
り
甲
虫
の
思
び
に

其
の
ま
、
彌
陀
の
思
惟
蜜
合
一
す
る
所
に
上
人
の
僑
念
が
湧
然
ヒ
し
て
起
つ

実
の
で
あ
る
。
之
が
法
定
楼
電
の
矛
盾
を
止
揚
す
る
唾
一
の
方
法
で
あ
ろ
◎

か
く
し
て
上
人
に
蕪
に
純
粋
の
大
行
為
媒
介
定
す
る
第
十
入
願
に
自
己
の
久

蓮
の
止
命
た
見
餌
さ
れ
療
の
で
あ
る
。

　
浄
土
眞
宗
で
は
以
上
の
三
願
の
外
に
第
†
七
願
為
諸
佛
唱
名
の
願
定
し
て

四
願
に
数
へ
ろ
こ
ピ
が
あ
る
。
両
し
て
第
十
七
願
で
に
佛
凡
の
涯
購
が
認
め

ら
れ
無
い
。
溜
土
眞
宗
の
眞
實
行
ミ
し
て
に
如
來
の
本
燧
が
唱
名
念
佛
で
あ

る
。
酉
方
欣
求
御
恩
報
謝
建
い
ふ
如
告
凡
夫
か
ら
の
自
力
的
意
義
に
存
在
ぜ

ぬ
。
そ
れ
は
既
に
曹
賢
の
行
で
あ
ろ
。
如
來
の
三
業
ぜ
念
佛
行
考
の
三
業
定

不
糀
捨
離
の
金
剛
不
墨
の
僧
念
で
あ
る
。
不
廻
向
の
廻
向
の
行
で
あ
る
。
然
か

も
其
れ
に
主
彌
既
的
の
も
の
で
無
く
大
懸
心
大
乗
心
の
菩
薩
の
行
願
で
あ
ろ
〇

　
三
顯
韓
入
む
し
ろ
四
願
韓
入
の
僑
仰
泄
程
は
か
く
し
て
上
人
の
内
的
苦
悶

の
跡
潜
示
す
唯
一
の
文
厭
で
あ
ろ
が
、
之
為
論
理
的
に
…
説
明
し
糞
の
が
此
の

書
で
あ
ろ
。
今
ま
で
魑
封
他
力
不
可
穂
不
可
思
議
な
ご
の
紳
秘
的
言
語
為
以

て
腰
昧
に
せ
ら
れ
勝
ち
で
あ
っ
染
上
人
の
信
仰
過
程
な
か
く
も
明
断
に
分
解

薪
剃
紹
介
・

説
明
し
六
所
に
著
者
蜀
特
の
、
哲
學
為
最
高
σ
も
の
ビ
し
て
そ
の
立
揚
よ
り

宗
教
の
信
仰
た
批
剣
ゼ
ら
れ
る
立
揚
が
窺
に
れ
る
。
勿
論
賢
者
の
組
織
的
な

思
想
は
「
行
の
哲
學
」
に
於
て
獲
表
ゼ
ら
れ
て
る
る
が
、
島
の
書
に
殊
に
浄
土

眞
宗
の
信
仰
に
腐
す
ろ
論
丈
潜
集
め
六
黙
に
於
て
二
本
の
思
想
界
、
宗
教
界

か
啓
寒
し
、
又
幾
多
の
問
題
か
提
愛
す
葦
恵
に
れ
ろ
。
混
の
意
味
に
於
て

私
に
此
の
書
雪
隠
に
日
本
の
思
想
界
宗
敏
界
に
お
奨
め
ず
る
爽
第
で
あ
る
。
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